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STEP

本書では，下記のように課題を実現しながら学習を進めていきます。
テキストを読むだけでなく，プログラミングをして実際に動作を確認しながら，ARM の使い方を学んでいきましょう。

①　 課題の提示

プログラムを作成します。
プログラミングとはプログラムを作成する作業のことで，3 つの手順を踏みます。

マイコンに行わせたい処理の流れを図（フローチャート）で示します。

コーディングは，フローチャートを基に C 言語を用いてソースを記述します。
記述したファイルをソースファイルと言います。

ビルドとは，コンパイルとリンクを同時に行い，実行ファイルを作成することです。
この実行ファイルがマイコンに書き込むプログラムです。
　　コンパイル ：C 言語で記述されたソースファイルを機械語に変換すること
　　リンク       ：プログラムに必要なファイル群をつなぎ合わせて 1 つのファイルにすること

コーディングとビルドは CCS という統合開発環境で行います。
詳しくは後述しますので，ここでは流れだけつかんでおいてください。

テキストで課題を提示します。
これから何を実現するのか，しっかりと確認しましょう。

本キットは線材による配線は不要です。しかし，マイコンのどの端子に LED
やスイッチが接続されているかは把握しておく必要があります。

作成したプログラムをマイコンに書き込みます。
書き込みは，CCS から行えます。

プログラムを実行します。
動作を確認し課題を満たしていない場合は，②の配線から見直しましょう。

③ プログラミング

フローチャートの作成

OK
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②　 配線確認

ビルド

⑤　実 行

④　 デバッグ

次の課題へ

課題実現までの流れ

コーディング
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本書はステップ形式で解説を進めているので，取り組んでいる課題を理解できてから次の課題に
進むようにしましょう。
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